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３ 年 生 

●第１章 式の計算 

１－１ 平方根 Ｐ５ 

＜解答＞ 

１ 
１

４
＝

  

１６
 

  −１

４
＝

  

１６
 であるから 

  
１

１６
 の平方根は、 

  
 １ 
４

   と  −  １ 
 ４    となる。 

２（１）３の平方根は、  ３   と−  ３  
        の２つである。 

（２）① ４＝２  

        － ４＝－2  

②    −３   ＝   (−3) × (−3)      
         ＝     ９      
             ＝  ３  

（３）①９の平方根は、 

   ＋ ３ と － ３   まとめて、±３ 
   ②７の平方根は、 

   ＋  ７      と −  ７      
   まとめて、 ±  ７   

     ③０.３の平方根は、 

＋  ０.３      と −  ０.３    
  まとめて、 ± ０.３  

３（１）５ （２）１１（３）９ 

４（１）「３と １０ の大小」を次のよう 

考えました。 

  ３2＝ ９ 、 √ 10 = １０  
  ９＜１０であるから、 

 すなわち、 ３ ＜ √ 10  
５（１）６＝２×３と表せるから、 

   ２ と ３ は、６の因数である。 

 （２）４２を素因数分解すると、 

     ２ × ３ × ７  となる。 

（３）１２＝ ２ × ２ × ２  

        ＝ ２ 2 × ３  

６（１）２×３2  （２）２5  （３）３2×５ 

 （４）２×３3 （５）２6 （６）２3×３2 

（７）２×７2 （８）２2×３3 

７（１）√ 6     （２）３ 

８（１） １４  （２） ３０  

（３） １０５ （４） ５５ 

９（１）６  （２）９（３）８（４）１５ 

１０（１） ６     （２）３ 

（３） １５  （４）４ 

１１ ３  ２  ＝  ９  ×  ２  

       ＝  ９ × ２  
              ＝  １８  
１２（１） １２ （２） ２０（３） ４８ 

（４） １５０（５） ７２ （６） １４７ 
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１３（１）  ８ ＝ ４ × ２  
               ＝  ４ ×   ２  
             ＝２  ２  

（２）  ２４ ＝ ２ × ３  
                 ＝  ２２ ×  ２ × ３ 

             ＝２  ６  

１４（１）３  ２  （２）４  ２ （３）４  ３  
（４）５  ２ （５）３  ７  （６）６  ２  

１５（１）
３

１６   ＝
 ３  

  １６  

        ＝
 ３  

 ４  

（２） ０.０５＝
５

 １００  

       ＝
 ５ 

１００  

              ＝
 ５ 

 １０  
 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント  覚えておこう！ 

   ０ ＝０   １２１ ＝１１ 

   １ ＝１   １４４ ＝１２ 

   ４ ＝２   １６９ ＝１３ 

  ９ ＝３   １９６ ＝１４ 

    １６ ＝４   ２２５ ＝１５ 

   ２５＝５   ２５６ ＝１６ 

  ３６＝６   ２８９ ＝１７ 

    ４９＝７   ３２４ ＝１８ 

       ６４＝８              ３６１ ＝１９

        ８１＝９       ４００ ＝２０ 

   １００＝１０ 

 

１６（１）√ 8 × √12  
         ＝ ２√ 2   × ２√ 3  
      ＝ ２× ２×  ２ ×  ３  

＝４√ 6 
（２）√ 6 × √15   

         ＝  √ 2 × 3    ×  √ 3 × 5   
      ＝   ２ ×  ３ ×  ３ × ５    

 ＝  ３  × ２ ×   ５  
     ＝ ３ １０   
 

２ ３ ３ ５ 

３2 ２ ５ 
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１７（１）４（２）３√ 2 （３）１２ 

（４）１５（５）１６√3   
１８（１）

  ３  
  ５  ＝  ３  ×   ５ 

 ５  × ５  

             ＝
１５

５
 

（２）
２

３ ６  ＝ ２ ×   ６ 
３  ６  ×   ６  

             ＝
２ ６

３×６
 

       ＝
√  
９

 
 

１－２ 根号を含む式の計算 Ｐ９ 

１９（１）  
２
（２）

√
３
（３）

３√ 
５

 

（４）
３√ 
２

（５）
√  
２
（６）

５√ 
６

 

２０（１）２√3 + ５√3   
    ＝( ２ ＋ ５ )√3 
    ＝７√3 

（２）√6−３√6   
    ＝( １ － ３ )√6 
    ＝−２√6 
２１ 

３√3 + ５√2−２√3−３√2  
＝ (３－２)√3 ＋(５－３)√2 
＝√3＋２√2 

２２（１）７√ 3 （２）√  2  （３）２√10 

（４）−√ 6 −４ または−４−√ 6  

（５）−√ 7 − 10 または− 10− √ 7  
２３（１）√32 + √8   

    ＝４√2  ＋２√2 
    ＝６√2   

（２）６√2−
２

 

    ＝６√2− × ２

２× ２ 

 

    ＝６√2− ８ ２

２
 

    ＝６√2－４√2 
    ＝２√2 
２４（１）３√ 3 （２）－√5 （３）７√3 

（４）４√2 （５）５√6  （６）２√ 2  
（７）１４√2 （８）−６√2  
２５（１）−２√ 3 （２）２√2  
２６ √2 √3＋6  

   ＝√2 ×√3＋√2× ６ 

   ＝ √6＋６√2  

２７（１）５＋２√2 （２）－３＋√3 

（３）√14−２ （４）３√2−３ 

 

１－３ 無理数と有理数 Ｐ１１ 

２８ ※ １ １ の順番に解答を記述して

います 

（１）無理数   有理数 

（２）循環しない無限小数 

（３）有限小数  循環小数  有理化 

２９ ※解答は番号で記述しています 

有理数 ② , ③ , ⑤ , ⑧ 

無理数 ① , ④ , ⑦ , ⑨ 

 

２－１ 多項式の計算 Ｐ１２ 

３０ 

（１）6a2－18ab（２）－2x2＋8xy－6x 

３１（１）6x2－2x  （２）－10 a2＋15ab 

（３）－6a2＋18ab 

３２（１）y2＋3xy （２）25a＋5b 

３３（１）4x＋3 （２）3a－4b 

３４  －x2＋9x 
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３５ xy  + 4x + 5y ＋ 20 

３６ 2x2＋x－21 

３７ a2＋3 a b＋a＋18 b－30 

３８（１）a x＋ay＋b x＋by 

 （２）x2＋xy－x＋y－2 

３９（１）x2＋8x＋15   （２）x2－3x－40 

（３）x2＋12x＋36  （４）x2＋8x＋16 

（５）x2－18x＋81 （６）x2－6x＋9 

（７）x2－16       （８）x2－64 

４０  9x2－42xy＋49y2 

４１  4x2－25y2 

４２ 3(x＋4)2 －(x＋2)(x－2)  

     ＝3( x2＋8x＋16 )－( x2 －4 ) 

     ＝ 3x2＋24x＋48－ x2＋4  

     ＝ 2x2＋24x＋52 

４３  √3＋2 √3− 2   

   ＝ √3 −２  

   ＝3－4 

   ＝－1 

４４（１）x2＋6x＋9  （２）x2－10x＋25 

（３）9x2＋6x＋1 （４）25x2－60x＋36 

４５（１）x2＋5x＋6 （２）x2－5x＋4 

（３）x2－９x +20 （４）x2－4 

（５）25－x2  

４６（１）x2－4x－12 （２）x2＋10x+25 

（３）x2 + x－20 （４）x2－4xy＋4y 

（５）3x2－7x－6 

４７（１）4x2－17x－15 （２）9x2＋12x+4 

（３）x2－x－2      （４）n2－9 

（５）x2＋xy－6y2 

４８（１）x2－2x＋1 （２）x2－14x+49 

（３）x2－4x＋4  （４）x2－4y2 

（５）5x2－21xy＋4y2 

 

２－２ 因数分解 Ｐ１５ 

４９（１）因数 （２）a2＋4a 

５０ ※ １ １ の順番に解答を記述して

います    

    x        x        x＋3y   

５１ ※ １ １ の順番に解答を記述して

います    

     4a             x－2y   

５２（１）7(x－1)  （２）a(b＋c) 

（３）2y(x－2)  （４）4x(x＋2) 

（５）b(a b－c2)  

５３  x2＋6x＋8 ＝ (x＋2)(x＋4)  

５４  x2＋3x－10 ＝(x＋5)(x－2) 

５５  x2＋12x＋36 

 ＝(x＋6)(x＋6) 

   ＝(x＋6) 2 

５６  x2－9 

   ＝x2－32 

＝(x＋3)(x－3) 

５７（１）x2－8xy＋16 y2 

         ＝x2－2x×(4y)＋( 4y )2 

＝ (  x－4y  )2 

     （２）9x2－25 y2 

＝(3x)2－(5y)2 

    ＝(3x＋5y)( 3x－5y) 

５８ 3x2＋6x－24  

＝3(x2＋2x－8) 

＝(x＋4)(x－2) 

５９ 

（１）(x＋5)(x＋1)（２）(x＋4)(x－3) 

（３）(x＋4)2    （４）(x－3)2 

（５）(x＋5)(x－5) （６）(2x－5)2 

６０ 

（１）(x＋2)(x＋6) （２）(x－6)2 

（３）(x＋10)(x－2) （４）y(x＋1)(x－1) 

（５）4(x＋3)2  （６）2(x－4)(x＋2) 

６１ 

（１）a(a＋b) （２）3x(2x＋5) 
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（３）a b (a－4b)（４）2(x＋5)( x－3) 

（５）(7＋x)(7－x)（６）y(x＋9)2 

６２ ※ １ １ の順番に解答を記述して

います    

       10        400  

６３  ※ １ １ の順番に解答を記述して

います  

 2－9     －7     －7   

 11＋６√2＋7       18＋６√2   
６４  ※ １ １ の順番に解答を記述して

います  

   2n＋1   2n＋1    4n2＋4n＋1  

4n2＋4n＋1 

 

３－１ 2次方程式 Ｐ１８ 

６５  x＝ 3 , y＝ 2  

６６ 

（１）x＝－3, x＝－4 （２）x＝－4, x＝3 

（３）x＝0, x＝7  （４）x＝－6 

６７ x2＋6x＋8＝0 

   左辺を因数分解すると、 

  ( x＋2 )( x＋4 )＝0      

 x＋2 ＝0または x＋4 ＝0 

   x＝－2，x＝－4 

６８ x2＋10x＋25＝0 

 左辺を因数分解すると 

( x＋5  )2 ＝0 

 x＋5  ＝0 

したがって、解は 

x＝－5 

６９ 

（１）x＝3, x＝－1 （２）x＝6, x＝－5 

（３）x＝4  （４）x＝－4, x＝2 

（５）x＝9, x＝－2 

７０ 

（１）x＝0, x＝3 （２）x＝0, x＝4 

（３）x＝0, x＝7 （４）x＝0, x＝5 

（５）x＝0, x＝12 （６）x＝0, x＝－6 

７１ (x－2)(x－3)＝20 

   左辺を展開すると、 

  x2－5x＋6 ＝20 

   右辺の 20を移項し、整理すると 

 x2－5x－14 ＝0 

左辺を因数分解すると 

( x－7 )( x＋2 ) ＝0 

 

 x－7 ＝0または x＋2 ＝0 

   x＝ 7 ，x＝ －2  

７２    ±√3 
７３  ※ １ １ の順番に解答を記述して

います  

 
７

４
   

７

４
    

７

２
  

７４  ※ １ １ の順番に解答を記述して

います  

 x－2    x－2    x－2  

x＝ 10  , x＝ －6  

７５  ※ １ １ の順番に解答を記述して

います 

   x－3       √6        3＋√6   
７６ 

（１）x= ±√5     （２）x = ±2√3 

（３）x＝－1, x＝5（４）x = 7 ± 2√3 

（５）x＝1, x＝5   （６）x = 2 ± √5 
７７ 

（１）x＝－8, x＝2 （２）x＝0, x＝7 

（３）x = 4 ± 3√2 （４）x＝0, x＝1 
（５）x＝3      （６）x＝－3, x＝7 

７８ x2＋4x－7＝0 

左辺の－7を移項すると 

   x 2 ＋4x＝7 

左辺を( x＋▲)2の形にするため、 

順番は逆で

も正解 

順番は逆で

も正解 
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  x の係数 4 の １
２

 の２乗 4 を  

 両辺に加えると、     

  x2＋4x＋ 4 ＝ 7＋ 4  

   ＋2    ＝ 11 

     x＋2  ＝ ±  √11     
x ＝ －2 ±  √11    

７９（１）x = −1 ± √5 （２）x = 3 ± √6  

（３）x = ±√  

８０ ①  
  
      ② 

    
    

③ b2－4ac  ④ −     
   

練習 略  

８１（１）○ア  a＝2 ，ｂ＝－5  ，c＝ 1  

○イ  a＝3 ，ｂ＝－1 ，c＝－1  

     ○ウ  a＝1 ，ｂ＝－3 ，c＝－7  

（２）○ア  x＝
－ ± ( ) ４× ×( ) 

２×２
 

x＝    ±√   

○イ  x＝
(－ )± ( ) ４× ×( ) 

２×  

x＝ １±√  
  

   ○ウ  x＝
－３ ± ( ) ４× ×( ) 

２×  

x＝３±√  
２

  
８２（１）x＝−2 ± √5 （２）x＝ ２±√  

２
 

（３）x＝
３±  ３ 

２
 

（４）x＝2 ± √2 

８３ 

（１）x＝－1，x＝−３

２
（２）x＝－1，x＝  

 

（３）x＝－1, x＝−      ４   ＝－3, ＝− 2
８４ 

因数分解を利用

して解く方法 

①，④，⑤ 

平方根の考え方 

(x＋▲)2 ＝●を

使って解く方法 

 

②，③，⑥ 

解の公式を使っ

て解く 

⑦，⑧ 

８５ 

【解法１】 

   x2 + a x＋b＝0 ･･････① 

  の解が x＝2，x＝5 であるので、 

①に x＝2，x＝5をそれぞれ代入し連立

方程式を立てる。 

 x＝2を①に代入  

  4 + 2a＋b＝0 

2a＋b＝－4 ･･････② 

x＝5を①に代入 

 25 + 5a＋b＝0 

5a＋b＝－25   ･･････③ 

2a＋b＝－4  ･･････② 

5a＋b＝－25   ･･････③ 

 a，b の連立方程式③、④を解く 

    a＝－7，b＝10 

【解法２】 

 解が２，５であるので、 

２次方程式①は、 

 (x－2)(x－5)＝０ 

と表せる。 

 この式を展開すると、 

  x2－7x＋10＝0 

よって、 a＝－7，b＝10 
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８６（１） x2－2 x＋a＝0 ･････① 

       x ＝1− √2 を①に代入 

    1− √2 − 2 1− √2 + = 0 
        1− 2√2 + 2− 2 + 2√2 + = 0 
                               a＝－1 

  （２）①に a＝－1 を代入して 

      x2－2 x－1＝0 ･････② 

     この方程式を解くと、 

       x＝1 ± √2 

     一方の解が、x＝1− √2 だから、

他方の解は、 x＝1＋√2  
 

３－２ 2次方程式の利用 Ｐ２４ 

８７ [解き方] 

小さい数を x とすると、 

  大きい数は x＋7 と表される。 

       x(  x＋7 )＝18 

      x2 ＋7 x－18＝0 

    因数分解をすると、 

(  x－2 )(  x＋9 ) ＝0 

 これを解くと、 

  x＝2，x＝－9 

x＝－9 のとき、大きい数は －2  

x＝ 2 のとき、大きい数は 9  

(答え) －9 と －２ ， ２ と 9   

８８（１） 

※ １ １ の順番に解答を記述していま 

 す 

      x＋2     x＋2     x＋2  

（２）x2＋(x＋2)2 ＝34  ････① 

   x2＋x2＋4x＋4＝34 

2x2 ＋4x－30＝0 

x2 ＋2x－15＝0 

(x＋5)(x－3)＝0 

x＝－5，x＝3 

x＞0 だから、x＝3   

     (答え)  3 ｃｍ  

 

●第４章 関数 y＝ax2 

４－１ 関数 y＝ax2 Ｐ３５ 

８９※ １ １ の順番に解答を記述して

います 

（１） －2      －2  

（２）－2      4  
９０（１） 6            
    （２） 6      －3  

９１（１）  a＝4 a＋b  

      10＝－6a＋b 

（２）a＝－1，b＝4 

    y＝－x＋4  

９２※ １ １ の順番に解答を記述して

います 

 48     48     3     3  

９３（１）y＝3  （２）y＝−
２

 

（３）y＝4  

９４.（１） 

x ･･･      -3 -2 -1 0 1 2 3 ･･･ 

y ･･･ -6 -4 -2 0 2 4 6 ･･･ 

（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



8 

 

 

９５（１） 

x -4     -3 -2 -1 0 1 2 3 4 

y 1 
32 2 

52 3 
72 4 

92 5 

（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９６（１） 

x -4     -3 -2 -1 0 1 2 3 4 

y 8 
92 2 

12 0 
12 2 

92 8 

（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９７※ １ １ の順番に解答を記述してい

ます 

[解き方] 

    x＝－3 のとき、 

y＝－(－3)＋3 

     ＝ 6  

x＝2のとき、 

 y＝－2＋3 

     ＝  1  

したがって、 

    1   ≦  y  ≦   6  

９８（１） 

 

 

 

（２）y の最小値    0  

（３）y の変域  ０≦y≦9  

９９（１）3   （２）6    （３）2 

 

x ･･･      -2 -1 0 1 2 3 ･･･ 

y ･･･ 4 １ 0 １ 4 9 ･･･ 
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１００ 

x 3 → 5 

y 18 → 50 

の増加量

の増加量
＝

５０ １８

５ ３
＝

３２

２
＝１６   

            (答え) １６  

１０１ 

x －3 → －1 

y １８ → 2 

(答え) －８  

１０２ 

x 2 → 4 

y －12 → －48 

(答え) －18    

１０３ 

（１）y＝－3x＋10  （２）y＝2x＋1 

１０４（１）a＝−２

３
  （２）y＝3 

１０５   a＝1   

１０６ 
（１）a＝    

 （２）b＝2 （３）y＝x＋4 

 

４－２ いろいろな関数 Ｐ２９ 

１０７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－１ 円周角の定理 Ｐ３０ 

１０８ 

 円周角：∠ＡＤＢ，∠ＡＣＤ 

 中心角：∠ＡＯＢ 

１０９※ １ １ の順番に解答を記述し

ています 

   ∠ＰＡＯ     2∠b     ∠a＋∠b  

 

１１０ 

（１）∠x＝108°（２）∠x＝42° 

（３）∠x＝152°（４）∠x＝87° 

（５）∠x＝108° 

 

５－２ 円周角と弧 Ｐ３１ 

１１１ 

∠x＝22.5°，∠y＝67.5°，∠z＝45° 

１１２ 

（１）∠x＝27°（２）x＝8 cm 

（３）∠x＝10° 

１１３ 

[証明] 

２点Ａ，Ｃを結ぶ。 

⌒AB ＝⌒CD より、 

∠ACB＝∠CAD 

AD と BC は錯角が等しいので平行 

よって、AD // BC 

１１４ 

（１）∠x＝66°（２）∠x＝58° 

（３）∠x＝34° 

 

５－３ 円周角の定理の逆 Ｐ３２ 

１１５ ３３° 

<解説> x＝∠ADB＝∠ACB のとき、 

円周角の定理の逆より、A，B，C，D は同

一円周上にから。 
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１１６ 

[証明] 

△CBD は、二等辺三角形だから底角は等

しい。よって、 

∠CBD＝30° 

２点 A と D は、直線 BC の同じ側にあっ

て、∠BAC＝∠CBD＝30°だから、 

円周角の定理の逆より、４点 A，B，C，D

は同一円周上にある。 

５－４ 円周角の利用 Ｐ３２ 

１１７   ∠ADB＝48° 

<解説> 

∠BAC＝∠BDC だから、円周角の定理の

逆より、４点 A，B，C，D は同一円周上

にある。よって、 

 ∠ADB＝∠ACB＝48° 

 

５－４ 円周角の利用 Ｐ３２ 

１１８ 

 
①線分 OA を引く 

②線分 OA の垂直二等分線を引き、 

線分 OA との交点を M とする。 

③点 M を中心とし、半径 AM の円を作図

する 

④円 M と円 O との交点を P，Q とする 

 （点 P，Q が接点となる） 

⑤半直線 AP，半直線 AQ を引く。 

１１９ ∠BPD＝23 

<解説> 

点 A と点 D を結ぶ。 

∠ADC＝46° 

同一円の円周角は、弧の長さに比例するの

で、 

 ∠BAD＝
１

２
∠BAD＝23° 

△DPA で、 

23＋∠BPD＝46 

よって、∠BPD＝23° 

１２０ 

[証明]  

⌒     BC＝⌒AF だから、 

∠GAB＝∠GBD 

よって、△GBD は底角が等しいので 

二等辺三角形である。 

 

６－１ 相似な図形 Ｐ３３ 

１２１ 

（１）2： 3   （２）2： 3  

（３）3：4  （４）1：4  （５）4：3 

（６）6：5  （７）3：2 （８）4：5 

１２２ 

（１）3： 5   （２） 28 ：16 

（３） 36 ：48 

１２３ 

（１）∠ E   （２）辺 DE  

（３）∠D＝ 36 ° 

１２４ 

相似比は、 2 ： 3  

１２５ 

（１）x＝ 8  （２）x＝ 16  

１２６※ １ １ の順番に解答を記述し

ています 

 4：6     2：3     27     13.5  

１２７ 

（１）x＝12 （２）x＝ ４５ 
２

  （３）x＝10 
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１２８ 

三角形の組 相似条件 

ア と ウ 3 組の辺の比がすべて等しい 

イ と カ 2 組の角がそれぞれ等しい 

エ と オ 
2 組の辺の比とその間の角が

それぞれ等しい 

１２９（１）△ABC ∽ △ADE 

           【相似条件】 

       2 組の角がそれぞれ等しい 

（２）△ABC ∽ △DEC 

           【相似条件】 

       2 組の角辺の比とその間の

角がそれぞれ等しい 

６－２ 平行線と比 Ｐ３５ 

１３０（１）x ＝ 6  （２）y ＝ ７０ 
３

 

１３１  x ＝ 
  １２  
５

  ，y ＝5 

１３２（１）5ｃｍ   （２）MN // BC 

１３３ 

（１）5ｃｍ  （２）3ｃｍ  （３）3ｃｍ 

１３４（１）x ＝ 5  （２）x ＝   ２１  
２

 

１３５（１）2：3  （２）4：9 

（３）長さの比は相似比に等しい 

   面積の比は相似比の 2 乗に等しい 

１３６（１）192πｃｍ2 （２）360πｃｍ3 

（３）8 杯でいっぱいになる 

<解説> 

（１）Ｐの表面積＝32×π×2＋6π×5 

        ＝18π＋30π 

＝48π(ｃｍ2) 

 (立体Ｐ)と(立体Ｑ)の相似比が 1：2 

であるので、面積比は 12：22＝1：4 

   Ｑの表面積＝(Ｐの表面積)×4 

        ＝48π×4 

        ＝192π(ｃｍ2) 

（２）Ｐの体積＝32×π×5 

       ＝45π 

(立体Ｐ)と(立体Ｑ)の相似比が 1：2 で

あるので、体積比は 13：23＝1：8 

Ｑの体積＝(Ｐの体積)×8 

       ＝45π×8 

       ＝360π(ｃｍ3) 

（３）
  Ｑの体積  
Ｐの体積

 ＝   π  
π

＝８ 

７－１ 三平方の定理 Ｐ３６ 

１３７ 

（１）x＝5 （２）x＝5 （３）x＝４√3 
１３８ 

（１）x＝10 （２）x＝√10 （３）x＝√3 

（４）x＝12 （５）x＝2√13（６） ＝√2 
１３９【考え方】 

 3 辺の長さを a,b,c とし、 

 a＝7,b＝24,c＝25とすると、 

 a2＋b2＝72＋242 

＝ 49 ＋ 576  

＝ 625  

c2＝252＝ 625  

したがって、a2＋b2＝c2であるので、 

この三角形は、直角三角形と いえる  

１４０  イ，ウ 

７－２ 三平方の定理の応用 Ｐ３９ 

１４１（１）x＝3√3 （２）x＝8 

１４２  x＝8√2 ，y＝8 
１４３ 

（１）x＝√19 （２）x＝4√2 （３）x＝3√3 
（４）x＝10 （５）x＝5 

１４４（１）x＝12  （２）x＝10 

１４５１）x＝4√6 （２）x＝5√5 

１４６（１）    （２）①ＡＢ＝√61  

                     ②ＢＣ＝√17 
          （３）いえない 
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１４７ 

（１）x＝√38ｃｍ  （２）x＝5√2 ｃｍ 

１４８（１）12 ｃｍ  （２）6√2 ｃｍ  

１４９ 

（１）x＝15 （２）x＝2√21 （３）x＝10√2  

（４）x＝2 （５）x＝16   （６）x＝14 

 

８－１ 標本調査 Ｐ４２ 

１５０ 

全数調査 標本調査 

② ①，③ 

１５１（解答例） 

コンサート会場にいた人たちは、ある歌手

の歌を聴きにきた人が多いと考えられる。

そのため、特定の歌手が好きな人たちへ質

問した場合、回答も集団として一定の傾向

がでる可能性が高い。 

一般的な日本人の傾向をつかむには適切で

はない。 

１５２ 

<考え方> 

(池全体の魚)：(最初に印をつけた魚) 

 ＝(標本全体の魚)：(標本で印ついた魚) 

(解) 

池の魚全体を x 匹とすると、 

x：３０＝５０：６ 

＝
 50 × 30 6  

x＝２５０  

(答え)およそ２５０匹 

 

 


